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大
空
へ

平成２７年１０月⑴

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
新
た
な
施

設
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
研
究
棟
（
Ｓ
Ｐ 

Ｌ
ａ

ｂ
）
が
完
成
し
た
。
Ｓ
Ｐ 

Ｌ

ａ
ｂ
は
、
陸
上
競
技
場
の
奥
に

そ
び
え
立
ち
、
屋
根
は
美
し
い

弧
を
描
き
、
青
空
に
映
え
て
い

る
。
施
設
内
に
は
人
工
芝
が
敷

か
れ
、
最
先
端
研
究
設
備
が
整

備
さ
れ
て
い
る
▼
９
月
12
日
に

Ｓ
Ｐ 

Ｌ
ａ
ｂ
の
竣
工
記
念
式
典

が
あ
り
、
そ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

に
参
加
し
た
卒
業
生
の
柴
田
亜

衣
さ
ん
（
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
泳
８
０
０
ｍ
自
由
形
金
メ

ダ
リ
ス
ト
）
の
言
葉
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
。「
２
０
２
０
年
に

向
け
て
、
こ
の
施
設
が
活
用
さ

れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
な

こ
と
。
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
、

２
０
２
０
年
の
後
も
ス
ポ
ー
ツ

が
根
付
い
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
▼
２
０
２
０
年
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る
第
32
回
夏

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
古
代
か

ら
数
え
る
と
第
７
０
０
回
目
に

あ
た
る
と
い
う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
憲
章
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ー

ド
は
最
初
の
年
の
１
月
１
日
か

ら
始
ま
り
、
４
年
目
の
12
月
31

日
に
終
了
す
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
２
０
２
０
年

１
月
１
日
か
ら
２
０
２
３
年
12

月
31
日
ま
で
が
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
に
あ
た
る
。

ス
ポ
ー
ツ
が
ず
っ
と
続
い
て
い

く
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
に
な
る
▼

２
０
２
０
年
の
鹿
児
島
国
体
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
、
ア
ス
リ
ー
ト

や
指
導
者
の
養
成
機
関
に
も
期

待
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。
Ｓ
Ｐ 

Ｌ

ａ
ｂ
を
中
心
に
実
践
研
究
領
域

を
確
立
し
、
鹿
屋
の
地
か
ら
世

界
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
発
信
し
続

け
て
ほ
し
い
。（Ａ

・
Ｔ
＆
Ｔ
・
Ｍ
）

　

８
月
27
日
～
30
日
、
文
部

科
学
大
臣
杯
第
71
回
全
日
本

大
学
対
抗
選
手
権
自
転
車
競

技
大
会
が
長
野
県
の
松
本
市

美
鈴
湖
自
転
車
競
技
場
（
ト

ラ
ッ
ク
）
と
大
町
市
美
麻
地
区

公
道
周
回
特
設
コ
ー
ス
（
ロ
ー

ド
）
で
行
わ
れ
、
鹿
屋
体
育

大
学
自
転
車
競
技
部
が
７
種

目
を
制
し
、
２
年
ぶ
り
に
男

女
そ
ろ
っ
て
総
合
優
勝
と
い
う

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
競
技
男
子
最
初

の
決
勝
種
目
、
１
㎞
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
で
野
上
竜
太
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
２

年
）
が
１
分
03
秒
５
７
９
の

日
本
学
生
新
記
録
を
樹
立
し

連
覇
を
達
成
す
る
と
、
山
口

大
貴
さ
ん
（
修
士
課
程
２
年
）、

野
上
竜
太
さ
ん
、

堀
航
輝
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
２
年
）
で

出
場
し
た
チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン

ト
で
も
、
予
選
で
日
本
学
生

新
記
録
を
樹
立
。
決
勝
で
は

中
央
大
学
を
相
手
に
劇
的
な

逆
転
勝
利
で
優
勝
し
ま
し
た
。

４
㎞
個
人
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
に
出

場
し
た
キ
ャ
プ
テ
ン
の
原
田

裕
成
さ
ん
（
同
４
年
）
は
決

勝
で
大
差
を
付
け
て
勝
利
し
、

貫
禄
の
２
連
覇
を
決
め
ま
し

た
。
タ
ン
デ
ム
ス
プ
リ
ン
ト
の

山
口
大
貴
さ
ん
、
安
本
昇
平

さ
ん
（
同
３
年
）
ペ
ア
も
息
の

合
っ
た
走
り
で
優
勝
を
決
め

ま
し
た
。

　

女
子
は
、
江
藤
里
佳
子
さ

ん（
同
３
年
）が
ポ
イ
ン
ト
レ
ー

ス
、
３
㎞
個
人
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

で
優
勝
。
ま
た
、
大
学
か
ら

競
技
を
始
め
た
高
田
奈
生
さ

ん
（
同
２
年
）
と
西
島
叶
子

さ
ん（
同
１
年
）の
ペ
ア
が
チ
ー

ム
ス
プ
リ
ン
ト
で
う
れ
し
い
初

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

男
女
と
も
総
合
成
績
ト
ッ

プ
で
迎
え
た
最
終
日
、
男
子

１
７
６
．
４
㎞
、
女
子
63
㎞
で

行
わ
れ
た
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
激

し
い
雨
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
子
は
橋
本
英
也
さ
ん

（
同
４
年
）
が
２
位
、
女
子
は

中
井
彩
子
さ
ん
（
同
１
年
）

が
３
位
に
入
っ
た
ほ
か
、
出
場

し
た
全
員
が
チ
ー
ム
に
貢
献

す
る
走
り
を
見
せ
、
総
合
成

績
で
男
子
は
３
年
連
続
３
回

目
、
女
子
は
２
年
ぶ
り
12
回

目
の
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

自
転
車
全
日
本
イ
ン
カ
レ

男
女
と
も
に
総
合
優
勝
達
成
！

【競技結果（３位まで）】
種　　目 順位 氏　　名（学年）

男　

子

スプリント 2 位 野上　竜太（2）
1km タイムトライアル 1 位 野上　竜太（2）
4km 個人パーシュート 1 位 原田　裕成（4）
ポイントレース 3 位 橋本　英也（4）

タンデムスプリント 1 位 山口　大貴（M2）
安本　昇平（3）

チームスプリント 1 位 山口　大貴（M2）、野上　竜太（2）
堀　　航輝（2）

チームパーシュート 2 位 橋本　英也（4）、橋本　　直（4）
原田　裕成（4）、阿部　将大（1）

ロードレース 2 位 橋本　英也（4）
総合成績 1 位 鹿屋体育大学

女　

子

スプリント 3 位 西島　叶子（1）
500m タイムトライアル 3 位 西島　叶子（1）

3 ㎞個人パーシュート 1 位 江藤　里佳子（3）
2 位 中井　彩子（1）

ポイントレース 1 位 江藤　里佳子（3）
3 位 中井　彩子（1）

チームスプリント 1 位 高田　奈生（2）、西島　叶子（1）
ロードレース 3 位 中井　彩子（1）
総合成績 1 位 鹿屋体育大学

　
８
月
９
日
、
山
口

県
立
下
関
武
道
館

に
お
い
て
、
第
54
回

全
日
本
学
生
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
鹿
屋

体
育
大
学
な
ぎ
な
た
部
が
試

合
競
技
団
体
の
部
で
見
事
初

優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
の
部
で
も
春

山
さ
く
ら
さ
ん(

武
道
課
程

３
年)

が
２
年
ぶ
り
２
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

主
将
の
柴
田
真
子
さ
ん

（
同
４
年
）
は
「
優
勝
で
き
た

の
も
偏
に
、
顧
問
の
山
田
理

恵
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
お

か
げ
で
す
。
な
ぎ
な
た
部
全

員
で
日
本
一
に
な
る
と
い
う

目
標
を
掲
げ
、
日
々
稽
古
に

精
進
し
て
き
ま
し
た
。
勝
つ

た
め
に
は
チ
ー
ム
に
何
が
必

要
な
の
か
な
ど
を
話
し
合
い
、

な
ぎ
な
た
に
向
き
合
う
時
間

　

８
月
25
日
～
30

日
、
石
川
県
の
木
場

潟
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
第
51
回

全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ

ン
ト
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

れ
、
鹿
屋
体
育
大
学
カ
ヌ
ー

男子カナディアン部門　１位　鹿屋体育大学
女子カナディアン部門　３位　鹿屋体育大学
男子総合 　１位 鹿屋体育大学
女子総合 　３位 鹿屋体育大学
最優秀選手賞（男子カナディアン部門） 　大城 海輝
最優秀選手賞（女子カナディアン部門） 　島津 早耶子

全
日
本
学
生
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
で
団
体
・
個
人
優
勝

全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
６
種
目
制
覇
！

を
長
く
し
、
日
々
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
み
重
ね
、
精
神

的
に
も
技
術
的
に
も
自
信
を

つ
け
て
き
ま
し
た
。
創
部
は

じ
め
て
の
日
本
一
、
こ
れ
を

機
に
、次
の
大
会
に
向
け
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
、
さ
ら
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

稽
古
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
。
個
人
の
部
優

勝
の
春
山
さ
ん
は
「
１
年
次

の
個
人
優
勝
か
ら
今
回
ま
で

は
険
し
い
道
の
り
で
し
た
。

１
年
目
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
無
我
夢
中
で
戦
っ
た

結
果
が
優
勝
に
繋
が
り
ま
し

た
が
、
連
覇
が
か
か
っ
た
２

年
目
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ

り
消
極
的
な
試
合
内
容
で
ま

さ
か
の
初
戦
敗
退
。
な
ぎ
な

た
人
生
で
味
わ
っ
た
こ
と
の

な
い
挫
折
で
し
た
。
そ
の
後
、

毎
日
の
修
練
の
中
で
仲
間
や

先
生
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

部
が
６
種
目
で
優
勝
し
、
総

合
成
績
で
男
子
１
位
、
女
子

３
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア

ン
部
門
で
大
城
海
輝
さ
ん（
ス

き
課
題
克
服
に
専
念
。
部
と

し
て
も
新
た
に
体
幹
な
ど
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
、

全
員
が
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

で
チ
ー
ム
力
が
向
上
し
、
そ

の
結
果
が
今
大
会
の
成
績
に

繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
学
生
最
後
の
集
大
成

と
し
て
技
術
的
に
も
人
間
的

に
も
成
長
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

【競技結果（１位のみ）】
種　　目 順位 氏　　名（学年）

C-1 1000ｍ １位 大城　海輝（4）
C-2 1000ｍ １位 松田　裕介（3）　　仲宗根　脩真（2）

C-4 1000ｍ １位 大城　海輝（4）　　松田　裕介（3）
仲宗根　脩真（2）　柴田　侑弥（2）

WC-1 500ｍ １位 島津　早耶子（4）
WK-1 200ｍ １位 田中　香奈（2）
WC-1 200ｍ １位 島津　早耶子（4）

なぎなた部カヌー部

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４
年
）
が
、

女
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
部
門
で

島
津
早
耶
子
さ
ん
（
同
４
年
）

が
最
優
秀
選
手
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。



あなたの町に、レモンガス

鹿屋支店
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⑵平成２７年１０月

森喜朗東京オリンピック・パラリンピック
競技大会組織委員会会長と話す参加者

SP Labでの授業 閉会式にて記念撮影

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
開
催
国
と
し

て
、
日
本
国
政
府
が
推
進

す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国

際
貢
献
事
業
「
ス
ポ
ー
ツ･

フ
ォ
ー
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー
」
は
、

２
０
１
４
年
か
ら
２
０
２
０

年
ま
で
の
７
年
間
で
発
展

途
上
国
を
は
じ
め
と
す
る

１
０
０
ヶ
国
以
上
・
１
千
万

人
以
上
を
対
象
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

将
来
的
な
ア
ジ
ア
で
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
と
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ

界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
鹿
屋
体
育

大
学
国
際
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー (N

IF
ISA

)

」
を
展

開
し
、
春
と
秋
の
２
回
、
ア

ジ
ア
各
国
・
地
域
か
ら
若
手

の
コ
ー
チ
や
研
究
者
を
受
け

入
れ
、
短
期
間
の
セ
ミ
ナ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

８
月
30
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
第
２
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

　

鹿
屋
体
育
大
学
ス
ポ
ー

ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟

（
Ｓ
Ｐ 

Ｌ
ａ
ｂ
）
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
9
月
12
日
に
竣

工
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
Ｓ
Ｐ 

Ｌ
ａ
ｂ
は
、
世
界
最

長
50
メ
ー
ト
ル
の
フ
ォ
ー
ス

プ
レ
ー
ト
走
路
、
モ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
シ
ス
テ
ム
、

高
速
度
カ
メ
ラ
、
無
線
位
置

計
測
シ
ス
テ
ム
等
の
機
器
を

備
え
た
研
究
施
設
で
、
屋
外

競
技
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
実
際
の

競
技
場
面
に
お
け
る
選
手
の

動
作
解
析
や
ゲ
ー
ム
分
析
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

式
典
に
は
、
髙
橋
道
和
文

部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少

年
局
長
、
森
喜
朗
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
会

長
、
森
山
𥙿
衆
議
院
議
員
、

野
村
哲
郎
参
議
院
議
員
、
伊

藤
祐
一
郎
鹿
児
島
県
知
事
、

中
西
茂
鹿
屋
市
長
を
は
じ
め

関
係
者
約
３
０
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
福
永

哲
夫
学
長
が
「
こ
の
研
究
棟

を
中
心
に
ス
ポ
ー
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
実
践
事
例
研
究
領
域

を
確
立
し
、
世
界
の
ス
ポ
ー

ツ
界
に
発
信
し
て
い
く
」
と

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
川
西
正
志
理

事
か
ら
Ｓ
Ｐ 

Ｌ
ａ
ｂ
の
概
要

説
明
が
あ
り
、
最
後
に
工
事

に
携
わ
っ
た
６
社
へ
感
謝
状

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
実
際
の
測
定

機
器
を
用
い
て
の
測
定
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
陸
上
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
松

尾
彰
文
教
授
が
説
明
を
行

国
際
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

セ
ミ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
を
は
じ
め

と
し
た
共
通
科
目
に
加
え
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
政
策
や

イ
ベ
ン
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
を
中
心
と
し
た
「
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」

と
競
技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
医
科
学
サ

ポ
ー
ト
お
よ
び
コ
ー
チ
や
ア

ス
リ
ー
ト
の
実
践
知
の
研
究

を
促
進
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ス
」
の

２
つ
の
コ
ー
ス
を
開
講
し
、

11
ヶ
国
か
ら

「
ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
コ
ー
ス
」

に
13
名
、

「
ス
ポ
ー
ツ

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
コ
ー

ス
」
に
11
名

が
参
加
し
ま

し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
は
全
て

英
語
で
行
わ

れ
、
国
内
外

か
ら
招
聘
し

た
講
師
陣
や

鹿
屋
体
育
大

学
教
員
に
よ

る
講
義
・
演

習
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
着
物

の
着
付
け
や
茶
道
と
い
っ
た

お
も
て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

連
携
先
の
大
阪
体
育
大
学
の

協
力
に
よ
る
大
阪
訪
問
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
特
徴
を

活
か
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

に
よ
り
、
ア
ジ
ア
各
国
へ
の

オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
普
及
と
同

大
学
の
知
的
財
産
で
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
科
学
の
推
進
が
期
待

で
き
ま
す
。

鹿
屋
体
育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

研
究
棟
竣
工
記
念
式
典
を
開
催

い
、
シ
ド
ニ
ー
、
ア
テ
ネ
、

北
京
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３
大

会
に
出
場
し
た
為
末
大
さ
ん

と
、
２
０
１
３
年
の
岐
阜
清

流
国
体
の
陸
上
女
子
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
で
、
鹿
児
島
県
を

10
年
ぶ
り
の
優
勝
に
導
い

た
立
山
紀
恵
さ
ん
が
フ
ォ
ー

ス
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
た
ウ

レ
タ
ン
走
路
で
の
走
り
を
披

露
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
で

は
、
学
生
に
座
標
位
置
、
移

動
速
度
、
体
の
向
き
、
心
拍

数
な
ど
の
情
報
が
収
集
で
き

る
セ
ン
サ
ー
を
装
着
し
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
得
た
デ
ー
タ

を
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
し

な
が
ら
高
井
洋
平
講
師
が
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
野
球
で

は
、
前
田
明
教
授
が
フ
ォ
ー

ス
プ
レ
ー
ト
を
完
備
し
た
土

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
と

バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
モ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
測
定
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
実
際

に
測
定
を
行
っ
た
野
球
部
の

学
生
は
「
実
戦
の
感
覚
で
測

定
が
出
来
る
」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
為
末
大
さ

ん
と
、
同
大
卒
業
生
で
ア

テ
ネ
五
輪
女
子
８
０
０
ｍ

自
由
形
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

柴
田
亜
衣
さ
ん
を
迎
え
て

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
む
け
て
、
Ｓ
Ｐ 

Ｌ
ａ
ｂ
で

の
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
研
究
の
も
つ
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

場
所
を
移
し
、
鹿
屋
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た

記
念
祝
賀
会
で
は
、
森
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員

会
会
長
、
髙
橋
文
部
科
学
省

ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
、

森
山
衆
議
院
議
員
の
祝
辞
の

後
、
多
数
の
来
賓
に
よ
る
鏡

開
き
と
続
き
、
中
西
鹿
屋
市

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が

始
ま
り
ま
し
た
。
最
後
は
、

本
財
団
の
風
呂
井
敬
理
事
長

に
よ
る
万
歳
三
唱
で
盛
会
の

中
終
了
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
、
こ
の

Ｓ
Ｐ 

Ｌ
ａ
ｂ
を
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
国
際挨拶する福永学長テープカット 式典の様子

測定デモンストレーション トークショー（左から為末氏、柴田氏）風呂井理事長による万歳三唱 中西市長の音頭で乾杯

中西市長 野村議員

来賓の方々

伊藤知事 森山議員 森会長

競
技
力
向
上
や
高
度
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
養
成
、
鹿
屋
市
と

の
連
携
協
定
に
基
づ
き
実
施

し
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
等

に
活
用
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
研
究

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
」
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

髙橋局長 SP Lab外観
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心豊かな車社会を願う

寿自動車学校
スクールバスを１時間ごとに運行しています

SOUTEN No.295
平成２７年１０月⑶

　私たち女子バレーボール部は、濱田幸二先生、坂
中美郷先生、伊集院俊博外部トレーナーのご指導の
もと日々練習に励んでいます。４年生８人、３年生
８人、２年生７人、１年生５人の総勢28名で活動し
ています。
　今年は目標を「日本一」、テーマとして「繋ぐ、越
える」を掲げています。「繋ぐ」にはボールを繋ぐ、
人と人を繋ぐ、練習と試合を繋げる、「越える」に
は自分を越える、限界を越える、先輩方の結果を越
えるという意味が込められています。
　日々の練習は朝練から始まります。30分間各自の
コンディションに合わせて、ジョグやストレッチを
行います。その後普段使用している体育館やトイレ、
玄関周りを感謝の気持ちを込めて掃除をします。放
課後の練習は、まずはウエイトトレーニングとアイ

ソトニックトレーニング、プライオメトリックトレー
ニングなどのトレーニングを行います。ボール技術
練習を行う前に時間をかけて、怪我に負けない強い
体を目指します。トレーニング後は、ボールを使っ
た技術練習を行います。基本・基礎に時間を使い、
私たちの持ち味であるレシーブ練習を多く行います。
　練習以外のところでは、栄養会を行いバランスの
とれた食事を自分で作ったり、選んで買ったりでき
るようにみんなで知識の共有を行います。
　挨拶をする、返事をする、相手の立場になって考
える、身だしなみを整える、言葉使いを正す、報連
相を徹底する等、日常生活から日本一の集団を目指
しています。どんなことにも積極的に前向きに、熱
意を持って「日本一」になれる日まで突っ走ってい
きます。女子バレー

ボール部

　

第
23
回
鹿
屋
体
育
大
学
長

杯
オ
ー
プ
ン
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

が
８
月
30
日
に
鹿
屋
体
育
大

学
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
小
学
３
年
生
か
ら

最
高
齢
78
歳
ま
で
と
年
齢
、

ヨ
ッ
ト
歴
と
も
に
幅
広
く
、

遠
く
は
福
岡
県
か
ら
の
参
加

も
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
福
永
哲
夫

学
長
の
挨
拶
の
後
、
同
大
学

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部
所

属
の
佐
々
木
彩
香
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
３
年
）
が

「
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
に
則
っ

た
セ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
レ
ー
ス
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
開

始
前
に
は
、
海
野
義
明
客
員

教
授
の
指
導
に
よ
る
Ｓ
Ｕ
Ｐ

（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル

ボ
ー
ド
）
の
レ
ー
ス
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
は
７
ク
ラ

ス
46
艇
が
出
走
し
ま
し
た

が
、
風
に
恵
ま
れ
ず
、
選
手

は
弱
い
風
を
つ
か
み
な
が
ら

耐
え
る
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
無
風
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
そ
の

ま
ま
運
営
上
時
間
い
っ
ぱ
い

と
な
っ
た
た
め
２
レ
ー
ス
で

大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
河
野
葉
月

記
録
委
員
長
（
修
士
課
程
１

年
）
か
ら
成
績
発
表
が
行
わ

れ
、
中
村
夏
実
海
洋
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
各
ク
ラ

ス
の
１
位
か
ら
３
位
ま
で
の

入
賞
者
に
賞
状
、
盾
お
よ
び

記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
参
加

者
全
員
に
参
加
賞
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
（
記
念
品
は
、
鹿

屋
未
来
研
究
会
よ
り
提
供
）。

　

最
後
に
中
村
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
、「
学
長
杯
は
少
し
で

も
地
域
振
興
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
企
画
・
運

営
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

来
年
度
も
ま
た
皆
さ
ん
と
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
」
と
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
来
年
の
再
会

を
誓
っ
て
、
大
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
は
次

の
と
お
り
。

◆
Ｏ
Ｐ
級
Ａ
ク
ラ
ス

　

五
嶋
杏
莉
さ
ん
（
鹿
児
島

ジ
ュ
ニ
ア
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
）

◆
Ｏ
Ｐ
級
Ｂ
ク
ラ
ス

　

石
原
千
海
さ
ん
（
鹿
児
島

ジ
ュ
ニ
ア
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
）

◆
ダ
ッ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ス

　

宇
田
純
一
さ
ん
（
鹿
児
島

商
業
高
校
ヨ
ッ
ト
部
）

◆
レ
ー
ザ
ー
4.7
ク
ラ
ス

　

木
田
拳
太
郎
さ
ん
（
鹿

児
島
ジ
ュ
ニ
ア
ヨ
ッ
ト
ク
ラ

ブ
）

◆
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
Ａ
ク
ラ
ス

　

坂
口
翔
さ
ん
（
鹿
屋
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

◆
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
Ｂ
ク
ラ
ス

　

林
洋
三
さ
ん
（
鹿
屋
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

◆
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ク
ラ
ス

　

廣
津
秀
治
さ
ん
（
鹿
児
島

市
消
防
局
）

◆
Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ａ
ク
ラ
ス

　

穴
見
知
典
さ
ん
（
鹿
屋
体

育
大
学
）

◆
Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ｂ
ク
ラ
ス

　

亀
之
園
拓
斗
さ
ん
（
鹿
児

島
商
業
高
校
ヨ
ッ
ト
部
）

第
23
回
鹿
屋
体
育
大
学
長
杯

オ
ー
プ
ン
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
を
開
催

－

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

－

サークル紹介

「
２
０
１
５
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
」を
開
催
！

　

８
月
８
日
～
10
日
の
３
日

間
、
「
２
０
１
５
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン

プ
」
が
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
主
催
（
鹿
屋
体
育
大

学
共
催
、
本
財
団
・
鹿
児
島

県
・
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

後
援
）
に
よ
り
、
鹿
屋
体
育

大
学
、
国
立
大
隅
青
少
年
自

然
の
家
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
は
、
鹿
児
島
県
内

の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
交
流
や
運
動
能
力
の
向
上

を
図
る
た
め
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
鹿
屋
体
育
大
学
の

各
種
目
の
専
門
指
導
者
で
あ

る
教
員
が
最
新
の
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
な
が

ら
、
参
加
者
に
対
し
て
適
切

な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
の
運
動
能
力
と

体
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
に
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
、

健
全
で
豊
か
な
人
間
性
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
鹿
児
島
県
内

各
地
か
ら
35
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

初
日
は
開
校
式
の

後
、
同
大
学
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
髙
橋
仁
大

准
教
授
の
指
導
に
よ

る
テ
ニ
ス
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、

室
内
に
移
動
し
、
北

村
尚
浩
准
教
授
の
指

導
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
ド
ッ
ジ

ビ
ー
と
ニ
チ
レ
ク

ボ
ー
ル
を
体
験
し
ま

し
た
。
ド
ッ
ジ
ビ
ー

は
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
を
使
っ
た
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
形
式
の
ス

ポ
ー
ツ
で
、
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー

ル
は
標
的
球
に
向
か
い
２

チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ー
ル

を
投
げ
あ
い
、
よ
り
近
づ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
点
を
競

う
ゲ
ー
ム
の
こ
と
。
緊
張
し

て
い
た
子
ど
も
達
の
顔
に
も

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

２
日
目
、
午
前
は
天
然
の

芝
生
が
広
が
る
サ
ッ
カ
ー
場

で
、
塩
川
勝
行
講
師
の
指
導

に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
午
後
に
は
体
操
が
行

わ
れ
、
北
川
淳
一
教
授
の
指

導
の
も
と
、
跳
び
箱
や
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
等
を
使
っ
た
運
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
夜
は
国
立
大
隅
青
少
年

自
然
の
家
で
交
流
会
が
実
施

さ
れ
、
各
班
ご
と
に
前
日
か

ら
話
し
合
い
を
し
て
準
備
し

た
劇
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
な
ど
を
披
露
し
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
田
口
信
教
教

授
に
よ
る
水
泳
教
室
が
行
わ

れ
、
屋
内
実
験
プ
ー
ル
で
基

本
的
な
泳
ぎ
方
を
教
わ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
高
さ
３
Ｍ
・

５
Ｍ
か
ら
の
高
飛
び
込
み

は
、
仲
間
か
ら
の
「
が
ん
ば

れ
～
」
の
声
を
力
に
し
、
勇

気
を
振
り
絞
っ
て
飛
び
込
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
修
了
証
が
授
与

さ
れ
た
子
ど
も
達
の
表
情

は
、
３
日
間
ス
ポ
ー
ツ
と
共

同
生
活
を
体
験
し
た
こ
と

で
、
充
実
感
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

テニス

SUPのレース

キャンプスタート

水泳

閉会式

サッカー

レースの様子

汲取の御注文
浄 化 槽 の 管 理

水質保全に
　　 全力投球

株式
会社西日本浄化サービス

代表取締役 田中ふみ子
鹿屋市王子町 4 5 3 1 － 2
TEL（0994）43－3425

鹿屋市
許　可
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本紙各面の広告欄の御利用をお待ちし
ております。
申し込みは、
電話 ０９９４－４６－4８２７

（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ
振興教育財団事務局まで、ご連絡願い
ます。

　

元
本
財
団
理
事
長
の
児
玉

光
弘
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
９
月
26
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
謹
ん
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

広告欄の御利用について鹿屋体育大学に関する情報は
ホームページをご覧下さい

URL http://www.nifs-k.ac.jp/

学生のサークル活動の情報を
「部ログ」で発信中！

訃 

報
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鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、

学
生
支
援
と
し
て
、
通
常

の
授
業
料
・
入
学
料
免
除

制
度
と
は
別
枠
で
、
優
秀

な
学
業
成
績
又
は
競
技
成

績
を
収
め
た
学
生
へ
の
授

業
料
・
入
学
料
の
免
除
並

び
に
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
学
生
へ
の
奨
学
金
支

給
を
行
う
同
大
独
自
の
制

度
を
平
成
23
年
度
か
ら
導

入
し
て
お
り
、
学
生
へ

の
経
済
的
支
援
の
一
翼

授
業
料
等
特
別
免
除
、第
３
期
中
期
目
標
期
間
も
実
施
へ

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度

は
、
平
成
元
年
四
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
年
会
費
（
寄
付

金
）
は
一
口　

企
業
三
万
円
、

個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法

人
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
財
団
に
対
す
る
年
会

費（
寄
付
金
）に
つ
き
ま
し
て

は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄

付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

超
え
る
額
に
つ
い
て
所
得
税

の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み

も
し
く
は
現
金
で
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、

次
の
金
融
機
関
へ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

古
江
支
店

（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体

育
大
学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

教
育
財
団　

理
事
長　

風
呂

井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
関

係
各
位
の
格
別
な
る
御
高

配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

事
務
局
か
ら

闘いのスケジュール  11月
４ 日・第80回全日本学生ヨット選手権記念大会
　　　（～8　 神奈川/江の島ヨットハーバー）
７ 日・第27回「ツール・ド・おきなわ2015」大会
　　　（～8　沖縄）
８ 日・第34回全日本女子学生剣道優勝大会
　　　（愛知/春日井市総合体育館）
12日・全日本学生ボードセイリング選手権
　　　（～16　沖縄/奥間ビーチ）
15日・第40回西日本学生なぎなた選手権大会
　　　（奈良/生駒市民体育館）
　 　・ 九州ビーチバレー大学秋季男女リーグ戦
　　　（沖縄/西原）
18日・2015全日本スナイプ級選手権大会（ヨット）
　　　（～23　愛媛 /新居浜マリーナ）
19日・ 2015年第44回全日本470級ヨット選手権大会 

兼 第29回全日本女子470級ヨット選手権大会
　　　（～23　鳥取/境港公共マリーナ）
23日・第67回全日本大学バスケットボール選手権大会
　　　（～29　東京/国立代々木競技場第二体育館他）

学内行事 11 月
４日・博士論文指導研究会（～6日）
15 日・大学説明会

　（東京サテライトキャンパス）
19 日・推薦入試及び特別入試（～20日）
23 日・学長杯少年・キッズサッカー大会

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

《
保
護
者
》

広
島
県

大
植　

成
郎

様様 （
三
万
円
）

（
一
万
円
）

闘いの記録
８月

【男子バレーボール】
◆ ビーチバレー・ジャパンカレッジ

2015　第27回全日本ビーチバレー
ボール大学男女選手権大会

　（8/7～8/9　神奈川県/川崎マリエンビーチバレーコート）
　ペア 3位 岩本、礒野
　ペア 8位 緒方、宮里
   
【体操競技】
◆第69回全日本学生体操競技選手権大会
　（8/19～8/22　新潟県/リージョンプラザ上越　インドアスタジアム）
▽男子
　個人総合 8位 前野　風哉
　種目別あん馬 3位 塚元　淳貴
　団体総合 4位
　団体種目別選手権の部あん馬
 3位

【水泳】
◆第62回全国国公立大学選手権水泳競技大会
　（8/7～8/9　千葉県/千葉県国際総合水泳場）
▽男子
　50m自由形 3位 鈴木　天理
　100m自由形 3位 今井　祐次郞
 4位 松林　耕一
　200m自由形 3位 今井　祐次郞
 7位 松林　耕一
　400m自由形 5位 齋藤　優作
　100m背泳ぎ 3位 遠藤　舜弥
 4位 富田　修平
　200m背泳ぎ 3位 富田　修平
 4位 遠藤　舜弥
　200m平泳ぎ 3位 新田　城二
 4位 宮澤　祐太
　100mバタフライ 4位 鈴木　天理
　200mバタフライ 5位 大関　颯太
　200m個人メドレー 1位 髙橋　航太郎
 3位 宮澤　祐太
　400m個人メドレー 2位 新田　城二
　400mメドレーリレー 2位 遠藤、宮澤、鈴木、今井
　400mフリーリレー 2位 松林、川合、今井、髙橋
　800mフリーリレー 1位 川合、今井、松林、髙橋
▽女子
　50m自由形 3位 大木場　真由
 7位 竹林　愛花
　100m自由形 1位 石原　愛由
 3位 牟田　絢香
　200m自由形 2位 石原　愛由
 4位 大黒　舞子
　400m自由形 1位 村中　みいな
 6位 菅　晴瑠奈
　100m背泳ぎ 6位 川崎　涼夏
 7位 伊藤　鮎香
　200m背泳ぎ 3位 川崎　涼夏
 5位 伊藤　鮎香
　100m平泳ぎ 1位 福留　景子
 6位 鈴木　佐知
　200m平泳ぎ 1位 福留　景子
 2位 城山　温
　100mバタフライ 3位 原　優美
 7位 大木場　真由
　200mバタフライ 2位 原　優美
 3位 寺田　奈央
　200m個人メドレー 3位 浅井　桃
　400m個人メドレー 2位 城山　温
 5位 浅井　桃

　400mメドレーリレー 1位 川崎、福留、大黒、石原
　200mフリーリレー 3位 大黒、竹林、原、大木場
　400mフリーリレー 2位 大木場、石原、原、大黒

【柔道】   
◆第45回全日本実業柔道個人選手権大会
　（8/29～30　兵庫県/ベイコム総合体育館）
　女子48kg級 1位 森﨑　由理江

◆第59回九州学生柔道体重別選手権大会
（8/29～30　福岡県/福岡武道館）
　60kg級 1位 北村　翔
 2位 齋藤　昂矢
　66kg級 1位 竪山　将
 2位 田中　佑季
 3位 古川　大樹
　81kg級 1位 盛田　勝義
　90kg級 2位 金本　拓巳
 3位 荒巻　隆太朗
 3位 関根　太三
　100kg級 1位 安部　祥央
　100kg超級 3位 飛松　直樹

◆第29回九州学生女子柔道体重別選手権大会
　（8/29～30　福岡県/福岡武道館）
　48kg級 3位 佐々木　瞳
　52kg級 2位 義村　真由
　 3位 村井　美穂
　57kg級 1位 丸山　ちひろ
　 2位 谷山　捺美
 3位 上島　千明
　63kg級 2位 飯野　鈴々
　70kg級 3位 牧田　朱加
　78kg級 2位 堀　歩未
　78kg超級 1位 桒原　佑佳
 2位 江口　高千穂

【ヨット】
◆2015年度九州学生ヨット選手権大会 団体戦
　（8/20～23　鹿児島県/鹿屋体育大学海洋スポーツセンター）
　国際スナイプ級 2位 

【漕艇】
◆第42回全日本大学選手権大会
　（8/20～8/23　埼玉県/戸田ボートコース）
　女子シングルスカル 8位 則近　涼子

【自転車競技】
◆第51回西日本大学対校選手権自転車競技大会
　（8/15～16　奈良県/奈良競輪場）
　男子ポイントレース 1位 橋本　英也
　男子スクラッチ 1位 橋本　英也

◆ 文部科学大臣杯第71回全日本大学対
抗選手権自転車競技大会

　（8/27～30　長野県/松本市美鈴湖自転車競技場
　　大町市美麻地区特設コース）
▽男子
　トラック総合成績 1位 
　ロード総合成績 3位 
　総合最終成績 1位 
　スプリント 2位 野上　竜太
　 5位 堀　航輝
　1kmタイムトライアル
 1位 野上　竜太
 4位 堀　航輝
　4kmインディヴィデュアルパーシュート
 1位 原田　裕成
　ポイントレース 3位 橋本　英也
　タンデムスプリント 1位 原田　裕成
　チームスプリント 1位 山口、野上、堀
　チームパーシュート 2位 橋本(英)、橋本(直)、原田、阿部

　ロードレース 2位 橋本　英也
▽女子
　トラック総合成績 1位 
　総合最終成績 1位 
　スプリント 3位 西島　叶子
 4位 髙田　奈生
　500mタイムトライアル 3位 西島　叶子
 5位 髙田　奈生
　3kmインディヴィデュアルパーシュート
 1位 江藤　里佳子
 2位 中井　彩子
　ポイントレース 1位 江藤　里佳子
 3位 中井　彩子
　チームスプリント 1位 髙田、西島
　ロードレース 3位 中井　彩子
 5位 江藤　里佳子

【カヌー】
◆第51回全日本学生カヌースプリント選手権大会
　（8/25～30　石川県/小松市木場潟カヌー競技場）
▽男子
　総合 1位 
　カヤック部門 5位 
　カナディアン部門 1位 
　K-1　1000ｍ 2位 明石　寛幸
　K-1　200ｍ 4位 明石　寛幸
　K-2　1000ｍ 4位 浅井、寺島
 8位 明石、寺岡
　K-2　200ｍ 5位 浅井、寺岡
　K-4　1000ｍ 6位 浅井、寺島、明石、寺岡
　K-1リレー　4×500ｍ 2位 明石、寺島、寺岡、浅井
　C-1　1000ｍ 1位 大城　海輝
 2位 仲宗根　脩真
 4位 大野　健吾
 7位 柴田　侑弥
　C-1　200ｍ 2位 日高　将希
 4位 仲宗根　脩真
 5位 松田　裕介
 8位 宮原　貴朗
　C-2　1000ｍ 1位 松田、仲宗根
 2位 大城、大野
 6位 柴田、疋田
 7位 丸山、岩渕
　C-2　200ｍ 5位 柴田、疋田
 8位 丸山、岩渕
　C-4　1000ｍ 1位 大城、松田、仲宗根、柴田
　C-1リレー　4×500ｍ 3位 柴田、松田、仲宗根、大城
▽女子
　総合 3位 
　カヤック部門 4位 
　カナディアン部門 3位 
　WK-1　500ｍ 2位 田中　香奈
　WK-1　200ｍ 1位 田中　香奈
　WK-2　500ｍ 2位 田村、田中
　WK-4　500ｍ 3位 田中、柳堀、早坂、田村
　WK-1リレー　4×500ｍ 5位 田中、柳堀、田村、花井
　WC-1　500ｍ 1位 島津　早耶子
　WC-1　200ｍ 1位 島津　早耶子

【なぎなた】
◆第54回全日本学生なぎなた選手権大会
　（8/9　山口県/下関武道館）
　試合競技 個人の部 1位 春山　さくら
　試合競技 団体の部 1位 溝上、畠山、松下、春山、柴田
　演技競技 8位 柴田、春山

◆第49回九州なぎなた大会
　（8/30　宮崎県/延岡市民体育館）
　個人試合　二段以下一部
 3位 松下　実歩

を
担
っ
て
い
ま
す
。（
平

成
26
年
度
実
施
対
象
者

数(

人)  

授
業
料
免
除
：

19
、
入
学
料
免
除
：
９
、

奨
学
金
給
付
：
２
）

　

本
制
度
に
関
す
る
基
本

方
針
で
は
、
そ
の
導
入
期

間
を
第
２
期
中
期
目
標
期

間
（
平
成
22
年
度
～
27
年

度
）
と
し
、
そ
れ
以
降
に

つ
い
て
は
、
再
度
検
討
す

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
学
の
目
標
と
し
て

学
生
生
活
や
課
外
活
動
へ

の
支
援
の
充
実
を
掲
げ
て

い
る
こ
と
等
を
考
慮
し
て

検
討
し
た
結
果
、
第
３
期

（
平
成
28
年
度
～
33
年
度
）

も
本
制
度
を
基
本
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

こ
の
措
置
に
よ
り
、
来

年
度
以
降
も
、
学
生
の
学

費
面
で
の
経
済
的
負
担
が

少
し
で
も
軽
減
さ
れ
、
よ

り
充
実
し
た
学
生
生
活
の

一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
特
に
競
技
成

績
優
秀
者
へ
の
授
業
料
・

入
学
料
免
除
は
、
学
生
の

課
外
活
動
へ
の
参
加
を
推

奨
し
て
い
る
同
大
学
と
し

て
は
、
競
技
力
向
上
へ
の

刺
激
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
競
技
力
が
優
秀
な
学

生
を
確
保
す
る
と
い
う
広

報
面
で
の
効
果
も
見
込
ま

れ
ま
す
。


